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2013年に姿勢制御用のホイールの故障によりミッションを中断していたケプラー宇宙望遠鏡は，2014年に第
2次ミッションK2として復活し，現在黄道面に沿った探査領域を約 3ヶ月ごとにモニター観測して新たなトラン
ジット惑星の候補を探している。K2は最近ミッションが延長されることが正式に決定され，燃料がなくなる 2018
年ごろまでの継続が予定されている。これにより黄道面に沿った領域をよりくまなく探査することが可能となる。
我々はK2ミッション開始直後から，K2で得られたピクセルデータを解析してトランジット惑星候補を検出・

追観測するプロジェクト ESPRINTを立ち上げ，現在までに数多くの惑星を追観測によって確認している。我々
の追観測には，(1)AO撮像による背景天体の確認，(2)視線速度法による惑星質量の制限，(3)地上からのトラン
ジット追観測，等が含まれこれらを組み合わせることにより効率よく惑星系の発見確認が可能となる。本講演で
は ESPRINTプロジェクトによる最新の研究成果を概観する。特に，(1)進化した星周りでの短周期惑星や，逆
に (2)若い星周りの（複数）トランジット惑星など，太陽型星周りの興味深い惑星系について重点的に紹介する。
また今後 IRDなどの近赤外での視線速度観測が本格的に動き出すことを見越し，K2ミッションを利用した低温
度星周りのトランジット惑星探査の展望についても議論する。


